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5月号 
令和 3年 5月 25日発行 

（詳細は裏面をご覧ください。） 

社協だよりの発行には、共同募金の配分金を使わせていただいております。 

 

木曽福島支所 福島6305番地 24-3777

日義支所 日義1600番地1 26-2283

開田支所 開田高原末川2797番地 42-3388

三岳支所 三岳6311番地 46-2117



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

コロナウイルス感染が長期化する状況の中で、サロン活動を

「する・しない」で悩まれているサロングループが多くあります。 

木曽町社協では、コロナ禍だからこそ、地域の繋がりが途切れ

ないよう、地域の集いの場であるサロン活動を安心・安全に開催

していただくため、『コロナに負けないサロン講座』を開催し、

たくさんのサロンの方に受講していただきました。 

講座では以下の内容を中心に行っています。 

・感染拡大の予防ポイントについてのお話 

・手洗いチェッカ―を使用し、正しい手洗い方法の確認 

・コロナ差別や偏見をなくすための「シトラスリボン」づくり 

集いの場の再開に向けて、大切なポイントは『サロンが地域の

中で大切な集いの場であることを再認識し、コロナ禍でのサロ

ンの開催方法を仲間と一緒に考える』ことです。そのためにも感

染予防の正しい知識を皆さんにお伝えし、安心・安全に集いの場

を開催できるよう、地域のみなさんと一緒に考えていきたいと思

います。 

  

 

★★★心配ごと相談所開催のお知らせ★★★ 

日    時：令和 ３年６月９日（水）１３：００～１６：００まで 

場    所：木曽郡民会館 

主な相談内容：法律相談(弁護士)･心配ごと相談（開田地区民生委員）･行政相談･人権相談 

◎法律に関する相談については、予約が必要となります。  

法律に関する相談を希望される方は、６月８日（火）までに、お申し込みください。 

また、木曽町社協では、松本弁護士会をはじめ、民生委員、行政相談委員、人権擁護委員、まい

さぽ木曽と連携しながら、相談所以外でも相談を受け付けます。  

  

 

福島の八沢地区に事業所を移転してから４年。

太陽の家では、古くからの商店街との「共生」を

目標にしながら、各種就労活動に取り組んで来ま

した。 

 主な就労活動としては、合同庁舎、町体育館や

相撲場等の清掃業務。今年度からは、木曽町図書

館内の「としょカフェ」の運営という、中心市街

地での新たな業務も加わりました。 

 この他、主力製品である、ＰＰバンド(クラフト

テープ)を材料とした籠・バッグの受注生産や堆肥

の製造販売も貴重な収入源となっています。 

店頭にディスプレイした製品に目を留めた方々

が、興味を持って自然と事業所に立ち寄る。そん

な一つひとつの出会いを大切にしながら活動して

います。 

事業所紹介 就労継続支援ｂ型事業所 「太陽の家」 
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